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星雲出璽璽当璽艶
ょうりょう)の流失箇所，路盤軟弱箇所の応急用や，橋台， 伏

ぬ(ふせび)等の修繕工事箇所に一時的に使用されるもので， m

造的にも完全なものではないので，通常列車は 15-40 km/h の

徐行運転をする。最大 5 m の支聞にまで使用することができる。

ここに一例として 37 kg 軌条を使用し ， D50 J診機関車が五fi転さ

れる場合の軌条の片側使用本数を示す。

後間( m) 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 

本数(木) 3 5 6 9 11 13 17 

(岡島原吉之柏)

きじようしざい 軌条支材 (英) rail bl'ace レーノレの傾倒

および軌聞の狂い等を防ぐためにレーノレ jlJIえとして使用する材。

Inl線路においては車両の遠心力，固定利点iちの関係によってレ

ーノレ頭を外 fJIIJに傾倒させ，また軌聞をÞliけ'ることが多い。これ

鋸~および金

切芦L銀総の 2

衝に限定され

ておるので，

この 2 舗につ

いて間I仰こ説

明lする。

1 ).緊撚銀

総(フリク γ

ヨ Y ソー)

この切断繊 1. 軌条切断後(フリタ Y ョ γ ソ ー )

は高速度で回転する丸鋸を被1)J院rr軌条に庇接させることにより，

発生する熱で熔融温度に歪らしめ，軌条を切断する。

主主g機能および寸法

i\~寸法， (タト lI: X 申日×穴iI:) 1,350 mm X8.5mm XI25 mm 

銭円周辺n主 約 102m/sec 50 .. 

約 123 m/sec 60 .. 

71L 動措置鋸悶転m 4p 50fP 

�H 1王月1 6p 3.5fP 

送水灯j ポ γ プ 4 p lfP 

を防止するため，左右両レ ー ノレの外 fJIIJ枕(まくら)木上に，木製 切断能力 軌 条 50 kg 30sec 

または鉄製の支材を取付けるのである。

軌!日1を保持するための補強材と して ， 軌条支;þj，軌悶繋材

(けいざい)，軌問支材 ， 軌条間隔材等いろいろの極紅iがある。

1 軌条支材 通常 チョ ツク

(chock ) と呼ばれている木製のも

ので， Illl 線部レーノレ左右両外 fJlIJ てJ

支材の一端をレーノレ仰Uti!1に空白活さ

せ， 一端は枕木を切り込んでその

中にはめこみ， 11ニくぎで堅固に枕

木に取付ける。その取付数は 1111総

半径の小なるものには多くイ吏m し ，

半径大なるものはl順次数を減ずる

のである。チョックの大きさは ν

ーノレ極別によって ， 50kg 用， 37 

kg Hl. 30kg 用の 3 極類あり，さ ザョツク

らに当初Jに使用するものを甲形といい， 'IiIì修 HJのものを乙形と

いって，甲形よ りも 30 mm ほど 長い。このほか寒冷地の棟上

区間でレーノレと枕木の間にはさみ木を抑入して， レーノレ[前が高

くなった箇所に使用する特殊形もある。

2 軌問繋材 (gauge tie) 通常ゲージタイとし、し、， 丸銅線

のjiIïj端にレーノレ底間を抱き込む裟位を取付けて ， 同レーノレ底部

を堅固につなぎ，軌聞の広大を防ぐ役目に用いるものである。

3 軌間支材 (gauge s trut) 通常ゲージストラットといい，

F ロッシ γ グの所などで軌聞が狭くならないように，雨レーノレ

の内 fJlIJに使用する支材であり， レーノレを直接ささえる場合， 事

官盤輪軌条(護輸掠)をささえる場合，縦枕木またはプロッ ク枕

木をささえる場合等がある。

4 軌条間隔材 分岐球部や踏切迫の基本軌条と談輪緑(護

輸軌条)の間に挿入し，所定の間隔を保持する目的に使則する

支材をいい，通常鋳銅製である。(沢問機二)

きじようせつだんき 軌条切断機 軌条を切断するには弓鋸

盤(ゆみのこばん) ， )!芦僚鋸鍛，金以J丸鋸総書事が使用されている

が， 溶接等fi'lr立を必要とする切断に使用するためには， 切断聞

の[直角および精度，切断時間その他によりいずれの切断機て♂も

よいとはいえない。これらの制約を満足するためには現在摩擦

チL 総 直径 100mm 33sec 

角 勝 88mmX88mm 35sec 

2 金切1L鋸鍛

この切断儀

は軌条の縦お
』 守戸

よび償を強力

な ìil l圧をも っ { 

て織休に締付 、

け ， 金切丸鋸 1 
を JITJ ;I求lして切 h 

l析する。チL鋭:

の送りは\;IJI'旬f

rfiï lJ'tの変化に

したカ: っ て，

計IIEEの剥整に 2. 軌条切断織(金切芦L鋸盤)

より自動的に送り iïJ:を加減する構造にな っている。

主主主陸霊能および寸法

形 式 ワグナー形

鋸の 径 460-560mm 

切断能力 軌条 50kg 約 l 分

電動機 4 p 5 1ヂ UI 日1緑印1)

きじようてんかん 軌条転換 鉄道線路に敷設された同じ軌

条を，中央を ;1引!として半回転して在来と反対 fJIIJを使うようにす

ること。これは軌条の摂替に対するもので， 左右軌条の摩耗状

態より みて，転換を得策とする場合に行うのである。(山本浩)

きじようふりかえ 軌条振替 敷設された左右両レールを回

転せずに入れ換えることで，間fJIIJ レー ノレの軌関内方側は外側と

なる。これはレ ー ノレを経済的に使用し，更換限度に達するまで

の寿命を延長する目的をも っ ている。

レーノレの仮潜の l時期jに以l しては， 摩耗の状1滋等によ って定め

なければならないが， t辰瞥を行うまでの使用1m問とその1灸の使

用矧聞がほぼ平均し，もっとも経済的に更放限皮に主主し得るこ

ろが適当な l時期である。

レーノレの iill汗l および保守上の点からみて， 一般には転換を行

い ， 縦目が相互式の i場合等に振替を行うのが有利である。(山
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